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【緒言】 

 男子ラクロスは,上半身に防具を着用し,クロスと

呼ばれるスティックでボールを扱う競技である.男

子ラクロスの障害に関する研究は,主に海外で行わ

れており,本邦における障害発生の実態は明らかで

ない.先行研究では,男子ラクロスはACL損傷発生率

が高いことが報告されている.本研究は,解剖学的要

因とバイオメカニクス的要因に着目して,男子ラク

ロスにおける ACL損傷の発生要因を検討する. 

【目的】 

本研究は,以下の 3つの課題を設定した. 

課題 1 - 障害調査 ：本邦の男子ラクロスの障害発生

の実態を明らかにする. 

課題 2 - 膝関節外傷の危険因子の検討：メディカル

チェックと前向き障害調査を実施し,膝関節外傷の

危険因子を明らかにする. 

課題 3 - カット動作時の筋電図及び動作解析：ステ

ィックの保持の有無で筋電図及び動作を比較し,男

子ラクロスにおけるカット動作の特徴を明らかにす

る. 

【課題 1 - 障害調査】 

対象 関東大学 1部リーグに所属する男子ラクロス

選手 109名(2011年 85名,2012年 88名)   

調査内容 2011年 2月~12月,2012年 2月~12月の

2シーズン間に障害調査を実施した.調査項目は,練

習及び試合中に発生した障害の受傷部位,障害名,受

傷機転とし,ここでは障害を練習及び試合の実施が 1

日以上困難な場合と定義した.障害の評価は,チーム

に所属する学生トレーナー,学内スポーツ医科学ク

リニックに所属する医師・アスレティックトレーナ

ー・理学療法士が実施した.障害発生率の算出

は,1000athlete-exposures (以下 AE’s)毎で算出し

た. 

結果 障害発生件数及び発生率(95%信頼区間)は,練

習時 210件 6.88 (5.95 -7.81)/1000AE’s,試合時 36件

27.33(18.41-36.26) /1000AE’s,計 246件 7.73 

(6.76-8.70)/1000AE’sであった. 調査期間中に発生

した障害は,外傷 184件(2011年 94件,2012年 90

件),慢性障害 58件(2011年 29件,2012年 29件)で

あった.外傷の発生部位の割合は,多い順に足関節

27%,大腿部 23%,膝 17%であった.慢性障害の発生部

位の割合は,多い順に腰背部 28%,大腿部 26%,膝

16%であった.主な障害の発生件数及び発生率を表

に示す. 

考察 外傷及び慢性障害の発生部位別の割合から,

下肢の障害発生頻度が高いことが示された.男子ラ

クロスでは下肢に防具を着用しないため,防具を着

用する上肢や体幹部に比べ,下肢の接触型の障害が

多い.このことは、下肢の障害発生率が高い理由の 1

つであると推察する. 

 主な障害の発生率の結果から,ACL損傷の発生率

が高いことが示された.アメリカでは,男子ラクロス

は ACL損傷発生率が高いことが報告されており,本

邦においても同様の結果となった.また, ACL損傷よ

りも発生率の高かった足関節靭帯損傷,大腿部肉離

れは先行研究との比較から,サッカーにおける発生

頻度と同等かそれ以下であることが示唆された. 

【課題 2 - 膝関節外傷の危険因子の前向きな検討】 

対象 関東大学 1部リーグに所属する男子ラクロス

表 主な障害の発生件数及び発生率 



選手 75名 

方法 メディカルチェックにて,下肢アライメント,

全身関節弛緩性,タイトネス,ROMを測定し,ACL損

傷の既往歴を調査した.8か月間の障害調査の後,ロジ

スティック回帰分析変数増加法（尤度比）を用いて膝関

節外傷（非接触型の膝関節靭帯及び半月板損傷）に関

与する因子を抽出した(p<0.05).  

結果 調査期間中に発生した膝関節外傷は 4件であ

り,受傷群 4名,非受傷群 71名であった.4名中 3名は

同側に ACL損傷の既往があった.ロジスティック回

帰分析の結果,膝関節外傷に関与する因子として, 

ACL損傷の既往(オッズ比=998.81,p= 0.01),全身

関節弛緩性(オッズ比=8.08,p=0.08)が抽出された. 

考察 ACL 損傷の既往の有無と全身関節弛緩性は,

膝関節外傷の危険因子であることが示唆された. 

ACL損傷は再受傷率が高いことが先行研究でも報

告されている.また,全身関節弛緩性について

は,ACL損傷群は非損傷群と比較して全身関節弛

緩性スコアが高かったという報告がある.本研究結

果はそれらの先行研究を支持する結果となった. 

【課題 3  - カット動作時の筋電図及び動作解析】  

対象 関東大学 1部リーグに所属する男子ラクロス

選手 7名.膝関節靭帯及び半月板損傷の既往がない

者とした. 

方法 3種類のカット動作(フリー：両手に何も持た

ない,スティック右：スティックを右向きに持つ,ス

ティック左：スティックを左向きに持つ)について,

股関節角度,膝関節角度及び筋電図を測定した.反射

マーカーを解剖学的骨特徴点 10点に貼付し,赤外線

カメラ 8台を用いた光学式 3次元動作解析システム 

MAC 3D System （Motion Analysis 社製）によっ

て,座標データを取得した.得られた座標データから,

骨盤,大腿,下腿の座標系を定義し,オイラー角を用い

て股関節及び膝関節の角度変化を評価した.筋電図

データは,コードレステレメータ電極(テレメータピ

ッカ,日本光電社製)を用いて取得した.被験筋は,左

右の外腹斜筋,左右の内腹斜筋／腹横筋,左右の脊柱

起立筋,右の中臀筋の 7筋とした.筋活動量は,各分析

区間の RMSを,最大随意収縮(Maximum Voluntary 

Contraction：以下 MVC）時の RMSで除すること

によって,正規化した(％MVC）.分析範囲は,接地前

50m秒から接地後 100m秒までとし,接地前 50m秒

から接地までを準備期,接地から接地後 50m秒まで

を接地前期,接地後 50m 秒から 100m秒までを接地

後期と定義した.統計処理は,試技(フリー,スティッ

ク右,スティック左)と局面(準備期,接地前期,接地後

期)を 2要因とした二元配置分散分析を行った

(p<0.05). 

結果 股関節屈曲・内転・内旋角度,膝関節屈曲・内

反・内旋角度,及び各筋の筋活動は,いずれも 3種類

のカット動作に交互作用を認めず,カット動作間に

主効果を認めなかった. 

考察 先行研究では,スティックを垂直に持ちカッ

ト動作を行うと,上肢の動作が制限され,両手が自由

に使えるカット動作と比較して,膝関節外反モーメ

ントが増加した.しかし,本研究では,スティックの保

持の有無で,股関節及び膝関節の角度変化,各筋の筋

活動に差を認めなかった.本研究では,スティックを

両手の幅を広くして持ち,スティックを横に倒すと

いう,実際の男子ラクロスの競技中に近い動作を行

った.そのため,スティックを保持していても上肢の

動作が十分に制限されなかったことが示唆される.

しかし,実際の競技中にこの動作パターンが崩れた

場合,上肢の動作の制限により身体のバランス保持

が困難となり,ACL損傷を受傷しやすい肢位となる

可能性が示唆される. 

【結論】 

ⅰ.本邦においても,男子ラクロスは下肢の障害発生

率が高く,中でも ACL損傷発生率が高い. 

ⅱ. ACL損傷の既往と全身関節弛緩性は膝関節外傷

の危険因子となる. 

ⅲ. 男子ラクロスにおけるカット動作では,スティ

ックの保持の有無は,下肢の運動パターン及び筋活

動に影響しないことが示された. 

※ 内反(＋),外反(‐) 

図 3種類のカット動作の膝関節内反角度 

 


